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はじめに
本稿では、横浜市立大学における英語によるディスカッション中心の教
養科目「多文化交流ゼミ」の履修生が、2014年3月に韓国・ソウル市内の
大学でのプレゼンテーションや韓国人学生との交流などを行った「ピース
ツアー」の実施報告を踏まえながら、日本におけるグローバル化時代の国
際理解教育のあり方について考察を行う。
多文化交流ゼミ「Japan from Foreigners’ View」「Global Communications」
では、日本に関する様々な社会問題をテーマに、教員による講義と学生達
によるディスカッションを交えた授業を英語で行っている。扱うテーマは
ジェンダーや移民問題、教育、国際協力などに加え、歴史認識や領土問題
といった学生にとって比較的難しく議論しにくい議題までを扱い、日本と
近隣諸国との間で起きている問題について学び、客観的な視点から問題へ
のアプローチを考える取り組みを行っている。また、毎学期三回、外部か
ら外国籍のゲストスピーカーを招き、シラバスのテーマに沿ったトピック
について自由にプレゼンをしてもらい、学生との質疑応答やグループディ
スカッションを行っている。2014年度の春学期には、当時高麗大学（韓国）、
北京大学（中国）の博士課程の学生であり、本教員の友人でもある二人の
韓国人女性をゲストスピーカーとして招き、授業内で「北東アジア地域の
平和構築とそのために自分たち若い世代に何ができるのか」をテーマに、
講義と学生を交えたディスカッションを行った。
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本稿で報告を行うピースツアーも、この多文化交流ゼミから生まれた。
授業後、複数の履修学生が食堂に集まりゲストと交流するなかで、Story 
on Foundationという韓国の財団が若い世代の社会福祉活動や平和貢献活
動に対して毎月100万ウォンの支援を行っていることを知りi、韓国での
「ピースツアー」を企画して応募し、20団体近い応募のなかから助成を勝
ち取ったのである。
近年では、21世紀のグローバル時代の人間形成に必要な能力として、コ
ミュニケーション能力や主体性、異文化に対する理解などが求められるよ
うになり（嶋内2014）、そのような社会的要請に応えるべく、高等教育に
おける国際化の動きが加速している。横浜市立大学における多文化交流ゼ
ミも、コミュニケーション能力としての英語力の育成だけでなく、日本と
国際社会をめぐる様々な諸問題をテーマに議論を行うことを通した異文化
リテラシーの涵養と国際共通語としての英語を用いた発信力の育成を目指
している。
本稿では、一節で国際理解教育の理念を整理しながら、多文化交流ゼミ
のなかで歴史問題について取り組む意義について議論していく。次に二節
ではピースツアーの概要、三節では参加した多文化交流ゼミの学生達の体
験談や韓国人学生、韓国側の受け入れ教員による感想、また引率教員とし
ての本教員の観察に基づき、慰安婦問題および竹島問題についてプレゼン
テーションをする中で、学生達がどのような学び合いを行ったのかについ
て述べる。最終節では、今回のピースツアーを通して得られた知見をもと
に、今後日本の大学において国際的な教育活動を行うなかで、何が必要と
されているのか、これからの国際理解教育としての「多文化交流ゼミ」の
あり方について、課題と展望を提示したい。
１． 「多文化交流ゼミ」において歴史関連のトピックを取り入れる意義
グローバル時代において人やものが相互に依存し合い、また地球規模で
様々な問題を共有するなかで、ナショナルな枠組みを超えた視点をもつ未
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来志向の教育が求められている。20世紀前半の度重なる大戦への反省を通
し、ユネスコは平和と共生の世界の構築を目指して、「心の中に平和の砦
を築くもの」として国際理解教育の重要性を提示した。日本における国際
理解教育もユネスコの理念を強く受け継ぎ、多文化共生や地球規模課題へ
の取り組み、グローバル社会や歴史認識、市民意識などを学習領域として
発展してきた。このような教育のあり方は、多文化教育やグローバル教育、
異文化理解教育など関連諸教育と多くの理念と実践領域を共有しており、
近年では持続可能な開発（発展）のための教育（ESD）やシティズンシッ
プ教育といった新しい教育への形へと発展している。　　
国境を越えた未来志向の国際理解教育のなかで、偏狭なナショナリズム
から脱却するための歴史教育は非常に重要である。世界は同じ歴史的出来
事を共有しながらも、自分たちが過ごす社会とは別の社会が存在し、異なっ
た歴史認識を持つ。歴史を織りなすものは史実だけでなく、そこで生きて
いる人びとの物語でもあり、一人一人が異なった歴史認識を持つ可能性も
ある。歴史に対する多様な見方を手に入れることは、自分とは異なる存在
へ理解を深め、また自らの歴史認識や歴史への捉え方がどのように構築さ
れてきたかを読み解く批判的リテラシーを習得する過程でもある。
多文化交流ゼミでは以上のような理由から、日本における歴史教育のあ
り方や慰安婦問題・靖国問題といった個別のテーマまで、歴史に関するト
ピックを積極的に議論に取り入れてきた。近隣諸国と紛争の火種となって
いるトピックに関しては、それぞれの国のコンテクストで何故そのような
認識に基づく主張がなされるのか、また各国内でも異なる様々な視点につ
いて学ぶなかで、多面的な歴史認識の育成と他者理解のために自分が何を
認識し、何を認識できていないかを明確化する作業を行う。
韓国は日本にとって経済活動における重要なパートナーであり、市民レ
ベルでは生活に密着した文化交流が進むと同時に、少子高齢化や女性の社
会進出、高い自殺率や受験戦争など、共有する社会的課題も多い。同時に、
慰安婦問題や竹島問題など歴史関連での軋轢が大きく、現在これらの問題
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を巡って政府レベルでの日韓関係は国交回復後最悪の状態となっていると
言えるだろう。国としての韓国や韓国人、韓国文化含め、国家の枠組みで
「韓国」を一面的に嫌悪する風潮を「嫌韓」といい、日本の書店では「嫌韓」
を掲げる本が並びベストセラーになり、またインターネットにおいては新
大久保での民族排斥デモで朝鮮・韓国人へのヘイトスピーチを叫ぶ様子、
独島（竹島）問題を巡って反日を掲げる韓国人団体が日本国旗を踏みつけ
燃やす映像などが流れているii。
何故日本において「嫌韓」という流れが生まれてきたのか。植民地支配
を通した歴史的軋轢等に加え、深化する二国間関係のなかで日本人である
自分たちを相対的な社会的弱者と捉え、在日韓国人を排斥しようとする人
びともいるiii。日本社会も韓国社会と同様、民族的・文化的均質性が比較
的高く、人びとは日本や韓国という国家の枠組みの中で固定的で非流動的
な文化や価値観を持つという本質主義的な志向性を持つ傾向にある。自由
主義経済とグローバリゼーションの流れのなかで、両国における相対的弱
者と強者の格差は広がり続け、国籍や民族、文化や言語など自分とは違う
属性や価値観を持つ存在に対し、自らを脅かす存在として恐怖を感じたり、
またその異質性を過剰に認識する人びとも増えているのではないか。異質
なものへの恐怖にも似た敵対心は、対象の誤った把握から生まれることも
ある。相手を理解する過程で、インターネットなどをツールとして得られ
た膨大な情報のなかから、自分自身が納得するために都合のいいものだけ
を選んでしまうこともある。中等教育までの学校教育のなかで、複雑で多
面的である歴史問題に関して複数の認識を知り、考える機会を十分に与え
られていなかったことが、情報の選択力や歴史問題に関するリテラシーの
低下を招いているとも考えられる。
２．ピースツアーの概要
ピースツアーの企画は、国際総合科学部の一年生で多文化交流ゼミの履
修していた4人の女子学生と本教員、またStory on Foundationの創設者で
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本教員の友人でもある金倫義氏が行い、交流する韓国側の学生の募集や訪
問先への連絡やブリーフィングの予約なども本教員と金氏が協力して行っ
た。また、本教員と旧知の仲である慶煕大学校の李仁煕教授の計らいで、
慶煕大学校英字新聞会のメンバーとの交流の場が設定された。さらに、日
本の学生達に韓国の人びとの暮らしを体験してほしいという金氏の提案も
あり、ソウル滞在の三泊四日のうち、後半の二泊はStory on Foundation
のメンバー宅やその友人宅などでホームステイを行った。
具体的な旅程として、1日目の夜にはStory on Foundationのメンバー 8
人と韓国伝統料理レストランで会合し、助成金100万ウォンの授与と交流
を行い、2日目には延世大学でのプレゼンテーションおよび学生との交流、
景福宮見学、金氏宅での交流会、3日目には西大門刑務所および戦争と女
性の人権博物館の見学とブリーフィング、また午後には慶煕大学校でのプ
レゼンテーションと英字新聞会の学生達との交流を行った。延世大学では、
金氏の声がけで高麗大学校、延命大学校、西江大学校などから十数人の韓
国人学生が集まり、慶煕大学校では英字新聞会6人の学生と李仁煕教授の
前で、市大の学生が2人ずつのグループに分かれ、靖国問題、慰安婦問題
についてプレゼンを１組15分、質疑応答を30分行った。また3日目の西大
門刑務所および戦争と女性の人権博物館の見学にも、プレゼンテーション
と交流会に参加した学生が数名とStory on Foundationのメンバーが集ま
り、展示やブリーフィングなどについて共に対話しながら見学を行った。
３．プレゼンテーションとディスカッション、現地訪問を通じて
延世大学校および慶煕大学校では、本教員および金氏による今回のピー
スツアーの趣旨説明とそれぞれの自己紹介のあと、市大の学生から靖国問
題と慰安婦問題について歴史的背景と議論点の提示、今後の展望に関する
プレゼンテーションを行った。
靖国問題のプレゼンでは、まず「神道とは何か」からはじめ、正月に神
社に参拝する日本の文化に関する説明を行ったあと、A級戦犯合祀に関す
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る議論や、今までの天皇や総理大臣による参拝について事実関連を整理し
た上で、靖国神社にはA級戦犯だけでなく様々な立場の人々が祀られて
おり、日本人全員が靖国に対して同じ意見を持っているわけではなく、国
内にも多様な意見があるというプレゼンを行った。韓国人学生からは特に
神道や靖国神社自体への質問が多くあり、神社や神道が死者をどのように
扱っているのか、一般的な神社と靖国神社がどう違うのか、また戦時中、
特に戦争末期に靖国神社が果たしていた精神的支柱としての役目などにつ
いての説明を興味深く聞いていたようだった。
次に慰安婦問題では、日韓基本条約でどのような政治的合意がなされて
いたかについて、アジア女性基金の活動とその日韓双方の社会からの反応
など、プレゼンテーションと質疑応答を通して自国での歴史教育や報道か
らなどでは知り得なかった側面に関する理解を深め合った。また、慰安婦
の問題を国家間の政治的・歴史的軋轢や帝国主義や植民地主義の問題とし
てだけでなく、女性の人権の問題として捉えた上での議論も生まれた。戦
時下における女性への抑圧の普遍性は決して日本軍部の責任を免れさせる
ものではないが、多くの戦場で女性が性産業で働かざるを得ない状況に
なっていたという事実は、これらの問題に国境を越えて取り組む必要性が
あることをも示唆している。今回、プレゼンテーションのセッションでの
韓国側の参加者も市大の学生も、偶然にもその多くが女子学生だったこと
で、従軍慰安婦の問題をより同じ女性として、「もし家族が、もし自分が
その立場にいたら」というより身近な問題として捉えて対話を行っていた
のが印象的だった。二つのテーマに共通して、プレゼンテーションとその
後の質疑応答、またグループに分かれての議論では、それぞれの国家的立
場を代表して話すのではなく、一個人としてこの問題をどのように考えて
いるか、どのように感じているか、という質問と応答が多くなされていた。
大学の教室を借りてのプレゼンと議論以外では、戦争と女性の人権博物
館と西大門刑務所を韓国側の学生と一緒に話しながら回るなかで、市大の
学生達は展示や放映していた短編映画から伝えられるメッセージの大きさ
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に驚いたようだ。慰安婦問題については特に、一方で提示されている情報
に盲目的に追従するのではなく、どうしてこのような違いが生まれるのか、
日本で伝えられていること（そして伝えられていないこと）と韓国で伝え
られていることにおける内容や情報量の違いがどのような理由で生まれて
いるのかを考えるきっかけになったようであった。
（１）対話を通した気づき
プレゼンテーションとその後の質疑応答、博物館等の見学を共に行い、
学生間の対話を深める中で、日本人学生、韓国人学生が両者とも、「自分
たちが知らないことが如何に多いか」ということに気づいたことがまず大
きな収穫であると感じた。この「知らなかったこと」への気づきには二つ
の側面がある。
ひとつ目は、特定の歴史的事実に対し、各国における理解の文脈が異な
るという点である。たとえば1965年に締結された日韓基本条約は、高度な
政治判断で合意がもたらされたものであり、日韓両国の国民レベルにおい
て認識されている文脈が基本的に異なっている（浅羽2015、小針2012）。
ふたつ目は、靖国問題や慰安婦問題を考えるとき、日本や韓国という国の
枠組みだけでは問題の争点を理解できず、歴史認識においては、複数のス
テークスホルダーにおける複数の観点の理解が必要だということへの気づ
きである。
小倉（2012）は、日本人のメンタリティが、「黒白論理」になってきて
いることを指摘し、冷戦や分断状況の影響下で、二項対立的世界観を強く
してきた韓国と同様、なんでも黒か白かという二者択一の枠組みで把握し、
それ以外の選択肢を許さなくなってきていることを指摘した。浅羽は同様
のことを「日本の韓国化」「韓国の日本化」（浅羽2015）という言葉で表現し、
ひとつの悪い事例を「日本」や「韓国」という国家や国民性といったフレー
ムを使った全体像にすり替えてしまう「反日」や「嫌韓」には、互いの等
身大の姿を知らないままお互いを非難しあうという共通点があると述べて
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いる。各国はそれぞれ一枚岩ではなく、右派左派といった政治的志向性や
問題へのコミットメントによっても考え方が異なる。今回のピースツアー
を通して、たとえば慰安婦問題に関しても単に日本対韓国という対立構造
で把握するのではなく、個人補償や法的責任、女性の人権など複雑に絡み
合う様々な争点において、それぞれの観点に基づき、多様な主張を持つ人
びとが存在することを理解することができたようだ。
（２）学生達の反応
市大の学生はプレゼンに関しては何度も練習を行い、うまく話すことが
できたようであるが、韓国人学生や教授、Story on Foundationのメンバー
からあがった神道と日本人の生活に関する疑問や他の日本人学生がどのよ
うなことを考えているかなどに関する質問に答えるのには、なかなか難し
かったようだ。母語ではない言語（英語）で自分の考えをまとめ、順序だ
てて論理的に説明する表現力は今後も授業などを通して伸ばしていく必要
性があるだろう。
また、今回交流した韓国人学生の多くは、日本に特別な関心を持ってい
るわけではなく、その意味でも日本にいる中では知り得なかった同世代韓
国人学生の等身大の姿や考えを知る良いきっかけになったようだ。日本に
は現在多くの韓国人留学生がいるが、日本に来る韓国人留学生は何らかの
形で日本に関心を持った学生である。現代の韓国では留学先としての日本
の魅力は相対的に落ちてきており、最も重要な経済的パートナーである中
国への関心が最も高いと言われている（浅羽2015）。学生からは「本やイ
ンターネットなどから、知識はいくらでも吸収できるが、実際に現地に行っ
て人と交流して対話することは難しいけれど大切だと思った」という感想
も聞かれた。
一方、韓国の学生からは、韓国の大学で日本人留学生と出会ってもこの
ような問題について真剣にお互いの考えを交わし合うような機会もなく、
授業などを通して政治や歴史に関わるテーマに話題が及んでも、日本人
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学生の知識が少なく、対話にならないという経験があったことから、今回
市大の学生からのプレゼンに大きな感銘を受けたようだ。特に、今回の参
加学生が全員一年生だったこと、そして彼女たちがプレゼンから質疑応答
まですべて流暢な英語で対応したことで、「日本にもこんな学生がいるん
だ！」という驚きを隠せないようだった。最初は「韓国人として（靖国問
題などについて日本人学生と議論することに対して）反感があった」と言っ
ていた男子学生も、対話のなかでこのような問題に関してもお互いの考え
を冷静に話し合うことが出来、そして相手がなぜそのように考えるのか理
解することが重要だと感じた、との感想を寄せてくれた。
今回のピースツアーでは、慰安婦問題、靖国問題というともすれば異なっ
た知見から感情的になりやすいテーマを扱いながら、お互いに相手の視点
を真摯に理解しようと努めていたからこそ、終止穏やかなムードでプレゼ
ンテーションとディスカッションを行うことができた。市大の学生も韓国
側の学生も、始めは母語でない英語で自分の考えを話すことに緊張も見ら
れたが、みなが母語のように流暢に英語を話す訳ではないという状況が逆
にお互いへの寛容さをうみ、時間が経つにつれのびのびと英語を駆使する
ようになっていったのが印象的だった。プレゼンテーションでは市大の学
生の発表のあとに、歴史上の事実確認から学生の個人的意見を問うものま
で多くの質問が寄せられ、問題や市大の学生個人に対する韓国人学生の関
心の高さを垣間みた。ディスカッションでは、日本人学生から韓国人学生
へ、もしくはその逆という一方的な働きかけではなく、「相手がなぜそう
考えるのか？」、「相手の考えを理解する上で、自分が知らないことがなに
か？」ということに謙虚に向き合いながら対話をする様子が伺われた。「日
本人留学生や日本人の友人がいてもこのような問題についてオープンに話
し合うことのできる機会に恵まれていなかった」ことから、多くの韓国人
学生がこの機会を意義深いものと感じていたようだった。
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おわりに─“Creating dialogues beyond boundaries”─
グローバル人材育成や日本人学生の国際的競争力の強化といった社会的
要請を背景に、現在では多くの大学が英語による国際的な教育の機会を増
加させている。このような機会において、異文化を背景とする相手との交
渉や相互理解のツールとしての語学力（ここでは共通語としての英語）の
育成と同時に、偏狭なナショナリズムを超越し、地球規模の問題を多角的
視点で捉えるための教育が重要となってくる。こと歴史に関する問題に関
して、異なる社会的背景のなかで教育を受けてきたものがお互いの認識や
意見を一致させ共有し合うのは難しい。しかし、価値観や意見の対立に対
して、共有できない、自分とは合わないと切り捨てるのではなく、「どう
して相手がそのように思うのか」、そして「なぜ自分はこのように思うのか」
というところまで考察するような教育の機会が必要である。前者は相手の
主張で正否や善悪を判断する短絡的な理解を乗り越え、相手の認識を生む
コンテクストまでを含めて深く理解すること、後者は自分自身を客観的・
相対的に捉え、自分の考えを他者に伝えられる形に言語化することで、両
者ともグローバル時代の国際理解教育がもたらしうる重要な能力である。
そして今回のピースツアーを通して、大学における国際理解教育の文脈
で大学や教員、学生それぞれの課題と考える点は以下の三点である。
一点目に、大学の国際プログラムにおいて、歴史認識や政治的問題など
のトピックをタブー化しない対話の場の創出を挙げたい。日韓においては、
日本食や韓国料理といった食文化やポップカルチャー、伝統芸能に至るま
で、市民レベルでの双方の交流は深化し続け、生活の中に当たり前のよう
に相手国の文化がとけ込み、政治外交面で二国間の緊張が続いている時期
にも、 人的交流がそれに連動して冷え込むという構造にはなっていない
（小針2012）。一方で「嫌韓」や「反日」といった個人レベルでの過激化し
た感情がインターネットを通して発露する風潮のなかで、直接的な交流の
場では文化交流などを中心としたソフトな関わり合いを好み、歴史や政治
外交に関わるテーマを持ち込むことを忌避する向きもある。しかし、両国
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間にわだかまる課題を乗り越え、相互理解を深めていくためには、多文化
交流ゼミのような英語による国際的なプログラムにおいて、歴史問題等に
関してもタブー化することなく向き合うことが重要であり、それこそが国
境を越えた他者理解をもたらす国際理解教育のあり方であると考える。
二点目に、上記のようなテーマに授業や交流プログラムを通して取り
組むためには、教員のキャパシティビルディングが欠かせない。今回は本
教員を含め、Story on Foundationのメンバーや慶煕大学校でセッション
を準備してくれた教員の全員がバイリンガルもしくはマルチリンガルであ
り、英語・日本語・韓国語による円滑なコミュニケーションが取れたこと
もツアーの成功に大きく貢献している。若い学生たちの自主性に期待する
だけでなく、これらの活動を支援する大学教員のコミュニケーション能力
や外部支援団体との協力が必須であろう。
三つ目は、知識と語学力を兼ね揃えた学生層の積極的なコミットメント
の必要性である。東アジア研究院によって発表された「韓国人の対日感情
に及ぼす要因に対する経験的分析」では、「反日」感情が固定的なもので
はなく、社会経済的な属性によって影響を及ぼされる「変数」であると分
析されている（浅羽2015）。そこでは、男性より女性が、高年齢層より若
年層が、低学歴層より高学歴層が、低所得層より高所得層がそれぞれ日本
に対して好意的な傾向にあることが示されている。日本におけるいわゆる
「嫌韓」を表現する人びとの中でも、例えば在特会（在日特権を許さない
市民の会）は日本人である自分たちを弱者／被害者の立場におき、在日韓
国朝鮮人が不当に得ているとする（実際は得ていない）特権を批判すると
いう階級闘争の枠組みを用いてヘイトスピーチを繰り返していることが指
摘されている（安田2012）。
今回ピースツアーに参加した学生は全員が若い高学歴の女子学生であ
り iv、また韓国側の参加者も韓国国内の名門大学に進学する若い学生たち
であった。それぞれの社会のなかでの階層による分断を肯定するものでは
ないが、自らの受けてきた学校教育や国家の論理を俯瞰し、相対的・批判
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的に捉えるリテラシーを持ちうる彼らに対する国際理解教育の一貫として
のこのような活動は、大きな意義があると考えられる。
最後に、担当講師である筆者のサポートがあったとは言え、参加した学
生達の様子を見ると、待ち合わせの時間厳守、お世話になった人へのお
礼、メール連絡には必ず返信することなど、当たり前ではあるけれどつい
忘れてしまうことや社会人としての対応がしっかりとしてきたことも印
象的であった。10代の終わりというまだ若い時期にこのようなツアーを
企画・準備して参加したことで、一人の大人として一回り成長したような
印象を受けた。受け入れてくれた韓国の大学の先生や学生たち、Story on 
Foundationの財団のメンバーにも、「まじめで溌剌としていて優秀で、将
来の楽しみな学生」とのコメントを頂けたのも同行した教員としては嬉
しい限りであった。また本教員は、2014年10月にソウルで行われたStory 
on Foundationのネットワーキングパーティに招待され、多文化交流ゼミ
やピースツアーの取り組みと学生達の学んだことなどについて再度発表
し、多くの韓国人の若者に今回の取り組みを理解してもらう機会を得た。
助成からツアーの準備まで多くの面でサポートを惜しまなかったStory on 
Foundationのメンバーに感謝すると共に、平時は社会人として生活しなが
ら、ボランティアベースで助成事業を地道に続け、北東アジア地域の平和
構築のために尽力する同世代の韓国人の仲間へ敬意を表明したい。
未来志向の日韓関係を築くためには、越境する対話を行うことのできる
力を身につけることが必要である。そのためには英語やその他の外国語と
いった実質的な意思疎通のツールを高度に身につけること、そして自分自
身の考えを相対的・批判的に捉える力、多様な視点を身につけることが国
際理解教育の重要な使命になると考える。横浜市立大学における多文化交
流ゼミが、そのよい実践となるように尽力したい。
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